
令和５年度　第１回 加賀市健康福祉審議会 障害者分科会　資料内容についてのご意見・ご質問

NO 資料ページ 項目

1 2 5
１（２）①№１
公共施設のバリアフ
リー化

樫尾委員

【樫尾委員Ｑ_０１】
山代総湯の点字ﾌﾞﾛｯｸ敷設の必要性は？
(温泉通りから総湯までの誘導）

【樫尾委員Ｏ_０１】
P5の公共施設のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化と七つの担当課に対して

　山代温泉湯の曲輪の建設当時、当箇所の視覚障害者誘導ブロックについて、
地元協議会等と協議を重ね、交差点部のみに点字ブロックを設置しておりま
す。そのため、今後についても設置の予定はございません。湯の曲輪全体が石
張りの舗装のため、工事を行うことは技術的に非常に難しいのですが、将来的
に改修を行う際に設置が出来る可能性があるか、今後研究していきたいと考え
ております。

2 2 7
１（２）②№３
自動車運転免許取
得・改造助成事業

上野委員

「R4年度実績　自動車運転免許取得助成　3人」
助成というのはどういった事をしたということですか。

あと、精神障がいのある人の運転免許の取得状況というのはどのよ
うなものか知りたいです。
もし、会社勤めしてたけど欝症状になってしまった、といった人だ
と免許を持っている場合がほとんどではないかとおもうのですが、
僕自身は手帳が3級で統合失調症で免許を持っていますが、私以外
の統合失調症の人、又はその他の精神障がいで手帳が1級、2級、3
級の人たちは、免許の取得状況はどの程度か知りたいです。
精神障がいで、人付き合いが極度に苦手な人は、教習所ですこし教
官と人間関係があるので、そこが困難で挫けたりしてないか？と思
いました。

　自動車運転免許取得助成は、障がいのある人の社会参加促進を目的に、運転
免許の取得に要した費用（主に自動車学校の教習費）の2/3（上限10万円）を助
成する事業です。
　対象者は、身体障害者手帳1級～2級（下肢や体幹機能障害は3級まで）、療育
手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持者となります。
　委員ご質問の「精神障がいのある人の運転免許の取得状況」については、大
聖寺警察署にも確認しましたが、資料等はありませんでした。そのほか過去３
年間に助成対象者を確認した結果、身体１名（内部障害）、療育5名（いずれも
B判定）、精神2名（いずれも2級）の方が運転免許を取得されていました。
　また、「人付き合いが極度に苦手」に関しては、日常生活や社会生活の生活
力向上を目的とした自立訓練（生活訓練）など、各種の障害福祉サービスがあ
りますので、社会参加が難しい場合、まずはご相談ください。

3 2 8

１（２）③№２
福祉避難所の円滑設
置と運営

樫尾委員

【樫尾委員Ｑ_０２】
福祉避難所６６施設と協定の公示の周知は？

【樫尾委員Ｏ_０２】
避難までの行程を知りたい！

・福祉避難所の公示について
福祉避難所は加賀市ホームページ及び加賀市地域防災計画に掲載することで周
知しています。
・福祉避難所に誘導される当事者への周知
総合防災訓練に合わせて広報で周知するとともに、総合防災訓練でブースを設
置し、さらなる周知を行います。

・避難までの行程について
福祉避難所は、災害時に必要に応じて開設される避難所であり、最初から避難
所として利用することはできません。
①市が開設する指定避難所（学校施設など）に避難
②指定避難所において避難者の身体状況、介助者の有無や障害の種類・程度に
応じて福祉避難所に移送が必要か判断
③福祉避難所の受け入れ体制が整い次第、対象者を移送

4 2 16
２（２）②№２
障害者優先調達推進
法の推進

樫尾委員
【樫尾委員Ｑ_０３】
障害者優先調達推進法とは？

 障がいのある人の自立促進を図るため、国や独立行政法人、地方公共団体など
の公的な機関が、物品やサービスを調達する際、障害者就労施設等から優先
的・積極的に購入することを推進するために制定されたものです。
　加賀市では、この法律に基づき「加賀市障害者就労施設等からの物品等調達
方針」を作成し、調達の対象となる障害者就労施設等、調達の対象品目、調達
の推進方法、調達方針及び調達目標などを定め、調達実績を公表しています。

該当箇所
質問者 ご意見・ご質問の内容 回答

当日配布資料
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NO 資料ページ 項目

該当箇所
質問者 ご意見・ご質問の内容 回答

5 6 1～4

第7期障害福祉計画・
第3期障害児福祉計画
に係る基本指針の見
直しについて

樫尾委員

【樫尾委員Ｑ_０４】
第６期障害福祉計画からの相違点は何か？

【樫尾委員Ｏ_０３】
障害福祉ｻｰﾋﾞｽの提供体制の確保の基本と現状について

　今回の基本指針の見直しによって、１４項目について主な見直しがありまし
た。それによりまして、成果目標では数値目標が変更した部分や地域生活支援
の充実や一般就労への移行、相談支援体制の充実・教化等などで新規となった
項目があります。活動指標では、例えば共同生活援助の利用者について重度障
害者の利用者数を追加し、訪問系サービスとしてひとくくりであったものが個
別の指標に変更しています。また、精神障がいにも対応した地域包括ケアシス
テムの構築や障がい児支援の提供体制の整備等、相談支援体制の充実・強化等
で新設した項目があり、地域移行や一般就労への移行などが強化される目標設
定となっています。

6 7 ー
第7期加賀市障がい福
祉計画等策定のため
のアンケート調査

篠原委員

「障がい者計画・障がい福祉計画」並びに「障がい児福祉計画」
策定のための基礎調査となるアンケート調査は約15％の人を抽出し
て文書を送付して回答をもらう形式となっています。
そこで「抽出する基準」はどのようになっているのか、お教えくだ
さい。

また、調査項目が自由記述を含めると44問と多岐にわたり大変多
くの質問項目が準備されております。このままだと面倒になり、回
収率が減少する危険が心配されます。回収率は少なくとも80％以上
ではないときちんとした基礎資料にはなりえません。回収率向上の
ための方策をお教え下さい。

　アンケート調査対象者の抽出する基準は、圏域別・障がい別にリストを作成
し、リスト毎に抽出する人数を決定してそれぞれ抽出します。
　回収率については、前回が60.9％、その前は51.9％と前回以外は回収率が50%
台で推移しておりました。回収率を高めるために、職員の聞き取り調査が可能
であるとの記載を明記しております。また、相談支援専門員へアンケート調査
送付を案内し、調査のご協力をお願いする予定です。

7 7 ー
第7期加賀市障がい福
祉計画等策定のため
のアンケート調査

樫尾委員
【樫尾委員Ｑ_０５】
担当課の人員と回答率を高める工夫について

　担当である介護福祉課ふれあい福祉グループの人員は8人ですが、同じ課の長
寿介護グループ（10人）も協力して業務にあたっています。
　回答率を高める工夫については、前段でもお答えしましたが、職員の聞き取
り調査が可能であることを添書に明記し、相談支援専門員へ協力をお願いする
予定です。

8 8 ー

第7期加賀市障がい福
祉計画等策定のスケ
ジュール（案）につ
いて

樫尾委員
【樫尾委員Ｑ_０６】
パブリックコメントの対象は？

　パブリックコメントの対象は、市民全般を想定しています。
　加賀市役所ホームページからダウンロードによる閲覧や加賀市役所の介護福
祉課や総合案内、山中温泉支所、行政サービスセンター（かもまるステーショ
ン）、中央図書館、山中図書館、各地区会館での設置を考えており、意見の提
出方法はFAXや郵送、メールなどで受け付ける予定です。

9 ー ー
精神疾患と手帳の等
級について

上野委員

精神科の疾患というと統合失調症、欝病、躁欝病だけではないと思
います。
一般の人が聞きなじみのないようなパッと聞いて「それはどういう
病気？症状？」といったような病気で、手帳の1級、2級を取得でき
る場合があるのか質問したいです。
高次脳機能障害と診断された人が1級や2級になることや自閉症スペ
クトラム障害の人が1級、2級となることってあるのですか？
あと、社会不安障害（？？）の人が1級、2級となることはあります
か？

　精神疾患を有する人のうち、精神障がいのため長期にわたり、日常生活また
は社会生活への制約がある人に精神障害者保健福祉手帳が交付されます。ご自
身の症状が、手帳が交付される状態にあるか不明な場合は、医師へ相談の上、
対象となるようであれば必要書類をそろえ申請いただけます。
　手帳の等級の判断については、日常生活にどのくらい制限があるかによって
判断されるものです。疾患の種類によって等級を決定するのではなく、個々の
日常生活での状況によって、同じ疾患でも等級が変わることがあります。
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10 その他 樫尾委員
【樫尾委員Ｑ_０７】
会議の時間とふりかえりの対処について

　会議の時間については、委員の皆さまにはお忙しいなかお時間を割いて集
まっていただいておりますことから1時間30分程度で考えております。ふりかえ
りの対処については、会議内では割愛していますが、毎回会議録を送付するこ
とでふりかえりの代替とさせていただきたいと思います。

11 その他 樫尾委員
【樫尾委員Ｏ_０４】
当事者以外の意見が聞きたい！

その他 樫尾委員
【樫尾委員Ｏ_０５】
会議のPowerUpを図るには？
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